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 ９月５日（木）、6 日（金）に香川県高松市で中国・四国地区公民館研究集会が開催されました。

「これからの公民館の役割を考える～地域の力、今こそ発揮すべき時～」というテーマで、各地域

の実践発表が 9 会場にて行われました。開会行事で、全国公民館連合会表彰があり、鳥取県中部か

ら、以西地区公民館長の高力弘さんが永年勤続職員表彰を受けられました。受賞おめでとうござい

ます。 

 

中国・四国地区公民館研究集会に参加して 
以西地区公民館長 高力弘さん 

 
昨今、地域住民の公民館に対するニーズも多様化しており、それらを的確に捉え、住民との協働

により公民館活動を行うことが重要な時代になっています。 

今回の研究集会は、「これからの公民館の役割を考える～地域の力、今こそ発揮すべき時～」を

主題として２日間にわたって開催されました。第１日目は、丸亀市育ちの映画監督、本広克行氏の

基調講演がありました。「踊る大捜査線」などの大ヒット映画や地元香川県での 3 部作「UDON（う

どん）」、「サマータイムマシン・ブルース」、「曲がれスプーン」など地域を題材とした映画を製作

されました。また、さぬき映画祭のプログラムディレクターを務め、住民の力でちらしやポスター

を作成するなど、地元を盛り上げる取組をされました。 

次に、シンポジウムが行われ、３名の実践者が登壇されました。地域づくり、家庭教育、防災、

安全、子どもの体力づくりなど、地域を巻き込

んだ取組が参考になりました。 

２日目は、９つの分科会に分かれて実践発表

が行われました。私の参加した分科会は、「時

代に即応した公民館活動」でした。広島県の大

朝公民館と山口県の平郡東公民館の発表があ

り、いずれも運動会やスポーツ、文化祭等、地

域の特性を生かした事業をされていました。助

言者からは、公民館がどこまでやるのか、地区

自治会とのつながりを持つこと、スタッフの充

実、若者が入る新規事業、公民館運営委員のか

かわりなどを教えていただきました。 

１０月１３日（日） 

 東伯郡小学校 PTA スポーツ大会（湯梨浜町立東郷小学校） 

１０月１７日（木）、18 日（金） 

 第３５回全国公民館研究集会（北海道富良野市 富良野文化会館他） 

１０月２４日（木）、２５日（金） 

 第５５回全国社会教育研究大会（三重県伊勢市他） 

１０月２９日（火） 

鳥取県社会教育振興大会（米子コンベンションセンター） 



 

 

 

 

この度、心とからだいきいきキャンペーンの中部版、「しじみとれた」のポスターをリニ

ューアルしました。明日も元気に学ぶために、もう一度子どもたちの生活習慣を見直して

みませんか。また、周りのサポートがあって子どもたちは健やかに成長します。そんな思

いを込めて作成しました。ぜひ学校、家庭、地域で活用してください。印刷可能なファイ

ルは、後日、中部教育局の HP に掲載しますのでそちらからダウンロードしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

中部教育局 社会教育担当 

電話  0858－23－3253 

FAX   0858－23－5203 

E-mail kishimoto-r@pref.tottori.jp 

【あとがき】 

「倍返し」が決めぜりふのドラマが注目を集めまし

た。主人公の言動が、普段言いたくても言えない悩み

を抱えた現代人に共感されたのかもしれません。 

いい意味で、つながりあう人同士が、温かい気持ち

を倍返しできるよう、社会教育も様々な取組を行って
いきます。（岸本） 

 

船上山少年自然の家では、子ども

たちの体験活動として楽しい企画が

たくさん用意されています。事業案

内として右のようなちらしをお子さ

んが学校からもらってきます。これ

からの自然の家の事業にぜひ注目し

てください。 

今年度の事業の詳細につきましては、船上山

少年自然の家の HP を御覧ください。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/47051.htm 
 

※参考資料 体験活動の必要性について中教

審から答申が出ています。 

「今後の青少年の体験活動の推進について（平

成 25 年 1 月 21 日）」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/c

hukyo/chukyo0/toushin/1330230.htm 

今、テレビで人気の「逃走

中！」を行います。大自然の

中で力いっぱい鬼ごっこを楽

しみましょう！普段と違う環

境の中で、新たな自分みつけ

ができるかも！保護者の参加

も OK です。ボランティアも

募集中です。 


